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□児童の特性上、専門的な療育をより高い頻度で受ける必要がある。

□行動障害や、著しい日常生活上の困難があり、連続的・継続的な行動支援

　や環境調整を要する。

□就学、進学、学校の転校に伴い環境変化が大きく、集団生活への適応に

　向けた頻度の高い個別支援が必要である。

□その他

※ 上記の該当する□にチェックいただき、下記に詳細を記入ください。

相談支援事業所名

記載者名

必要日数

3の日数を要する理由

標準支給決定日数を超える理由書

【　放課後等デイサービス　】

対象児童名

サービス名 ■　放課後等デイサービス


